
2005年度静岡県学習資料保存事業の報告

横山 謙二

搬入された岩石などの標本コンテナでいつ 昆虫標本の標本箱

本年度の静岡県学習資料保存事業について

は、おもに湯浅氏植物標本の整理作業と昆虫標

本仮評価作業が行われました。

湯浅氏植物標本は、前号でも紹介しましたよ

う|こ 65=000点以上の膨大な標本コレクション

であるため、今年度だけではその一部が整理さ

れたにすぎず、当分、過酷な整理作業が続きそ

うです。

昆虫標本については、静岡県自然学習資料保

存事業が開始した 2003年 11月から 2005年 3

月にかけて整理作業が進められてきました。そ

れらには、清 邦彦氏、中村浩三氏、高橋真弓
氏、諏訪哲夫氏、北條篤史氏、田村茂策氏、平

丼克男氏、小林國彦氏の 8つの昆虫コレクシ∃
ンがあります。これらのコレクシ∃ンでは、こ

れまで整理した標本の総計が約 30,000点 にの

ぼり、整理された標本のすべてを今年度中に仮

評価することができました。これらの標本は、

これまで専門家の高橋真ヨ先生、諏訪哲夫先生、

平丼克男先生と保存室スタッフの石川智美さ

ん、土屋たかみさん、春田亜紀さん、榊原英幸

さん、森 義之さん、力□須屋真さん、大石久雄
さん、足立京子さんと私の計 11人により作業
が進められ、ようや<仮評価までこぎつけるこ

とができました。作業に関わつて<ださつた専
門家の先生およびスタツフの皆さんに、感謝い

たします。

その他、これまでに搬入されたもので現在整

理作業中の標本コレクシ∃ンは、池谷氏化石コ

レクション (約 120点 )、 静岡地学会コレクシ
ヨン (約 2,300標本 )、 鮫島氏岩石鉱物コレクシ

∃ン (約 360点 )、 長沢氏岩石鉱物コレクシ∃
ン (約 1:500点 )、 林氏植物コレクシ∃ン (約
50点 )、 寺田氏岩石鉱物コレクション (約 50
点 )、 北條善―氏昆虫コレクシ∃ン (2,000点 )

の 7コ レクションで、標本数は合計で約 6:400
点あります。これら標本の他にも、正確な数は

わかりませんが、ダンボール約 80箱分の自然
史にかかわる寄贈図書があります。これからの

事業では、これら標本と寄贈図書の整理、さら

に仮評価作業をイテつてい<予定です。
また、2006年度以降に搬入が予定されている
標本として、浜名湖花博の0寺に整理された植物

標本とレツドデータリスト種などの標本があ

|ずられています。しかし、現在の標本室はすで

に標本で埋め尽<されそうな状態で、今後の事
業の経過とともに標本室の拡張も必要となつ

てい<ことでしよう。



博物館見学の報告

ジュネーヴ自然史博物館かけぬけ報告

板井 隆彦

入り口に立つ筆者 S胸″s grandsの模型とその他の魚の剥製

スイスとフランスとの国境にある美しいし

マン湖とそこから流れ出てフランスに入り地

中海に流れ出る□一ヌ川を視察するためブュ

ネーヴを訪れた。視察の空き0寺間に「ブュネー

ヴ自然史博物館」を訪ねた。2005年 9月 13日

のことである。スイス旅行のガイド本にスイス

で一番大きな自然史博物館であるとの記事を

見つけていたので、プユネーヴでは是非訪れた

かつた。しかも、レマン湖という大きな湖と地

中海につながる□一ヌ川という大河のそばに

あるという点でも、淡水魚類の展示に期待を寄

せていたからでもある。

自然史博物館はプュネーブの駅から歩いて

約 20分 (途中道に迷つたのでよけいに 10分ほ

ど要したが)のところにある。南街地のはずれ
にあり、博物館の外は植物園的な公園の広い緑

地となつていて、その中にもい<つかのミニ博
物館などの施設がある。この緑地ははじめは博

物館付属の植物園と思つていた。博物館の入□

左手に水生植物の植栽をした池があつたから

である。しかしそうではな<、 植物園は別のと

ころにあるとのことであつた。私にはフランス

語の素養がないため、館の受付嬢からこれ以上

の情報は得られなかつた。

この自然史博物館の建物は 3階建で、展示は
この 3階のほか中 2階にもある。そして驚いた
ことには展示のすべてが動物であつた。植物や

地質などに関するものは含まれていなかつた。

写真で見るとおりこぢんまりした建物で、どこ

がスイスー番の規模かと思つたが、どうやら別

所にある他の分野のものを合わせてのことと

推浪」された。

建物の中は閑散としていた。私のつたない英

語を理解して<れない受付嬢以外に職員が見
あたらなかつた。入館料は不要だが、入館者も

少なかつた。私が見学した 20寺間余のうちに、

インドの装束をした中年 老年女1生 2名の他は、

日本人の母子 3名を見かけただけであつた。館
員の見あたらなかつた理由はあとで分かつた

ことだが、同行者とともに遅い昼食を食べに館

内の食堂に立ち寄つたところ、館員(10名以上
はいるように思われた)と外部から来たと思わ

れる研究者たちが食堂内でも議論しており、ま

た大急ぎで PCを開いてなにやらとりまとめを
している人も 2人ほど見かけたので、おそら<
は研究会のようなもの開催されていたのであ

ろう。それらしい掲示はあつたが、英語で書か

れたものがな<、 理解できなかつたのである。



骨格標本の解説はどこにあるか分からなかつた 幻の鳥, ドー ドーもこんなところに (模型)

さて内部の紹介である。1階の入□を入ると

すぐ鳥類と哺7し類の展示がある。湿原や草原と

いつたイメーブのかなり狭い空間に泉」製では

あるが多種の鳥や鹿などが並べられている。展

示はたいへん美し<見事である。しかし動<も

のはな<、 手で触れられるものもない。と<に

目を31<ものがなかつたので通り過ぎた。昆虫

類の展示は貧弱である。印象に残つたものはト

ンボ標本程度で、あとは系統分類に沿つて少な

い標本がとりとめもな<展示されている。中 2

階には魚型 (?)は虫類の骨格標本 (もちろん
レプリカ)がい<つかあるが、展示も貧弱で、

解説がどこにあるか分からなかつた (あつても

読めないが )。

そもそも、この博物館では解説に英語が用い

られていない。スイスの公用語は、独
口仏・伊

およびロマニツシユ語の 4ヵ国語といわれ、商

品などは多<には独・仏 口伊の 3ヵ国語の表示

がある。しかしこの博物館の表示はこのカント

ン (スイスは連邦で州1をカントンと呼び、おも

な使用言語が決まつている)での公用語である
フランス語しかない。だから解説があつても、

分かるのは学名ぐらいなもので、分布や生態な

どの記事は理解できない。

さて、いよいよ魚類である。2階には魚類の
コーナーが広<と つてある。尿」製や模型ばかり

で、液浸標本はほとんどない。期待の Srilu″s

granお (和名は∃一ロツパオオナマズか?)の
巨大な標本に出会えるのか ?た しかに魚はあ
つた。しかし模型であつて、できが悪い。期待

は見事に裏切られた。また、レマン湖や□一ヌ

川の地域の魚類相やその成立の歴史などには

焦点が当てられておらず、広<ヨ ーロツパ全体
が対象とされていた。

こういつた扱いは、ヨーロツパ諸国は人や物

の交流の歴史が長<、 スイスでの生物相におい

て固有種の占める割合が動植物を通じて著し

<低 <、 河川・湖沼の魚に限つても固有種とい
うものがあまり残つていないという現状から

<るのかも知れない。このことはスイスの最大
の都市であるチユーリツヒ (この都市では自然

史博物館はあるとは聞いたが、見つからなかつ

た)の動物園の飼育動物も、地域の固有のもの
などにはほとんど配慮されず、全世界のものが

まさにランダムに集められているようで、その

中でこれは絶滅危惧種といつた表示をしてい

た (この動物園では英語表記があつた)ことと
共通するようである。

というわけで、レマン湖や□一ヌ川に現在生

息する魚は ?とかこの水系での固有種は ?と
かの知識をほとんど得ることな<、 3階に上り、
は虫類 両生類の展示を大急ぎで見たあと、博

物館から退散することとなつた。

私のような外国人にとつてこの博物館の間

題点は、フランス語での解説しかないのが一番

であろう。また、人を呼6努力もあまりされて
いないように見受けられるのも感心しない。こ

れは大学進学率が低<、 高等学校から専門化し

てしまうというこの国の教育制度によるもの

も関係していると思われる。博物館には研究者

がずいるん配置されているのかも知れないが、

わが静岡県立自然史博物館が目指すお手本と

はならないものの一つだろう。



コレクシ∃ン紹介 (4)

故小林國彦氏の蝶類標本

諏訪 哲夫

ゴマシジミ

2年前の 2004年 6月中旬、神奈川県に在住
の蝶仲間のY氏を案内してイボタノキが群生し、
草原が点在するかつての富士山麓の豊かな自

然環境を狭いながらもわずかに留める、富士宮

市の一角を訪れた際、小林國彦氏に偶然お会い

した。この場所はかつて私が、彼にウラゴマダ

ラシブミが多産することを教えてあ |ずた場所

なのだが、彼は、ここは近々開発されて蝶も植

物も消滅してしまうからといつて、いろいろの

蝶をた<さん採集していた。最近、彼とは休日
が合わないこともあつて採集に―緒に行<こ
とはほとんど無かつたが、相変わらず蝶に関す

る情熱は昔と変わらず、体も元気そうに見えた。

それから 1ケ月余りたつて、彼の長年の友人

である岡本純直氏から彼が<も膜下出血で入
院したとの矢□らせを頂いた。私があ見舞いに伺

つたのは手術も終わり、少し日が経過してから

であつたが、病もほぼ完治して大変元気そうで、

ベツドの上で蝶の展翅をするまでになつてい

た。ところが退院に際しての検査で胸部に異常

が見つかり、精密検査の結果肺がんと診断され

た。しかもかなり進展していた。他の病院に再

び入院せざるを得ないこととなつた。そういえ

ば彼はチエーンスモーカーであつた。タバコは

やめたほうがいいと私も言つていたし、虫の仲

チャマダラセセリ

間も言つていた。彼は「いまだかつて病気は何
一IDし たことはないし、僕のとりえは “健康"

と豪語していたことを思い出す。これより少し

前、ご自身が経営している会社の状態が悪<な
つたのも大きなストレスとなり身体をぬしば

んだのかもしれない。

2004年 11月、彼は享年 61歳の短い生涯を
閉じた。

彼は 1950年代の終わり、中学生のころなら
採集を始めた。自宅が富士宮市であつたことか

ら、富士山麓や、富士川沿いに良<でかけた。
富士山は火山ll■の草原が広大に広がり、富士山

特有の草原性のゴマシブミ、アサマシブミ、ヒ
メシロチョウなどの蝶類が多産していた。弓沢

川沿いの平地や、市街地の西万の大中里の丘陵
地にはコナラ、クヌギの雑本林があり、ここに

は低山地に住むウラナミアカシブミ、オォミド

リシブミ、ミズイロォナガシブミなどのミドリ

シブミ類や、特異な分布をしていて興味深いウ

ラナミブヤノメが生息していた。また富士川沿
いの明星山や沼久保にはギフチ∃ウがい<ら
でも飛んでいた。

彼はこの地域の蝶相の解明に努力され、発見

した成果は静岡昆虫同好会の会誌「駿河の昆

虫」や富士高等学校の生物部誌「すいれん」に



発表した。これらの蝶は今では多<がレツドデ
ータの絶滅危惧種となつているものである。標

本の中で特筆すべきものとしては、1960から
19770年代の富士山表□一合日、上丼出で数多

<採集したゴマシブミ、今では住宅地となつて

いる 1950年代から 1970年代の富士宮南郊外

のウラナミブヤノメ、富士宮市佐折のギフチ∃

ウ、富士宮市舞舞木公園墓地のチヤマダラセセ

リ、富士山一合日と上丼出のヒ∃ウモンチヨウ

などがあげられる。これらの生息地は現在すべ

て失われたものである。

彼は学生時代京都で過ごしたが、このとき採

集した標本で貴重なものが残されている。静岡

県では絶滅種と認定され、全国的にも絶減危1具

の上位種として扱われている、オオウラギンヒ

∃ウモンである。

晩年は仕事も忙し<、 休日も少なかつたこと

から、調査というより県外の蝶がた<さんいる

場所に出かけて “楽しぬ"という傾向になつ
ていたので、記録として特筆すべきものは少な

いが、福丼県や新潟県などい<つかの産地のギ

フチョウの多<の標本は、異なる地域の個体変

異を見るうえで大変参考になる。

海外での採集は 2001年と 2002年、ロシア

の東シベリアに採集に行つている。このときの

標本が多<残されている。この中で注目される
のは、コヒヨウモンモドキの仲間、アサマシブ

ミの仲間である。これらの仲間は分類が難し<、

分類を検討するためのまとまつた標本が必要

であることや、日本に生息している種との類縁

関係を比較研究する上で、きわめて貴重な標本

といえる。

寄贈された標本は、ドイツ型標本箱にして 90

箱、279種、7337頭であつた。実は 1950年代
から 1970年代にかけての標本がもう少し残つ

ているだろうと期待していた。たとえば富士宮

市内のある限られた場所に確実に生息してい

たシルビアシブミ、富士市、富士宮市の丘陵地

のギフチ∃ウ、ウラナミジヤノメなどであるが、

これらがほとんど残つていない。以前お宅に伺

つた際、三角紙に入つたまだ展翅をしていない

これらの貴重な標本がかなりあつたように記

憶している。岡本純直氏によれば、彼の会社の

問題、健康上のことなどで管理が十分行き届か

ないため、亡<なる直前の標本の状態はカビや
虫にやられてかなりひどかつたようすとのこ

とあつた。このために失われた標本がかなりあ

つたと思われる。

かぴた標本は岡本氏のご尽力でカビの除去

を行つていただき、多<の標本が救われた。さ
らに、「故小林國彦氏 追悼蝶展」を富士宮市
の商店街の店舗を借り切つて開催して<ださ
つた。このとき展示した標本をそのまま、今回

自然学習資料として寄贈いただいたわけであ

る。ご遺族の方、並びに岡本純直氏には心から

感謝したい。故人の 50年にも及6地道な標本
収集と、周囲の多<の方々の誠意に応えるため
にも、この標本の適切な管理が行われるととも

に、標本の価値が十分発揮されるよう活用され

ることを望んでいる。

興津川上流の黒川て昆虫と自然を見よう !
静岡毘虫同好会・NPO自然博ネット共催

日  時 :5月 14日 (日 )9時 30分。
集合場所 :静岡市清水区興津川上流「やすらぎの森」

せせらぎ広場の本造アーチ橋前。

持 ち 物 :採集・観察用具。飲み物。必要に応じて昼食。

「やませみの湯」の先、「えみの家」の前です。

子どもや孫など、家族連れで参力0できる行事です。

平山 0炭焼林道を往復し、地質や植物、野鳥など見な

がらおもに昆虫観察をします。ジヤコウアゲハ、オナ

ガアゲハ、カラスアゲハなどのアゲハ類が多<見ら
れ、最近ではナガサキアゲハ、ウスバンロチヨウも記録されています。12時ころに「えみの

家」に帰り、昼食後に水生生物などを中心に自然観察会をします。

やませみの潟 0

せせ

||キ ャン74
至伊佐布  口適520億



静劇具9麿拗

撃壺

スルガブョウロウ/Tkト トギス (以下スルガ)は、サガミブョウロウホトトギス (以下サガミ)の変
種とされるユリ科の植物です。山地の谷間の岩に着生し、下垂して散房状の総状花序に少数の花を
着けます。その姿は上臓の名にふさわしい上品な植物です。スルガ、サガミ共に産地、産量が少な
いので、環境省、県のレツドデーブックで、いずれも絶滅危惧 IA類とされています。
スルガは静岡県内で2カ所、山梨県で 1ケ所見つけ、幾度も現地調査をしています。しかし、スル
ガを知るには、母種であるサガミを調べる必要があります。サガミは神奈川県固有の植物で、産地
も限られていることから、現地での調査が永年の懸案になつていました。幸い 2005年 9月、丹沢
山で花の咲いている群生地に出会ことが出来ました。同じような生育環境で見つかりましたが、な
んとな<生育状況の雰囲気に違いを感じました。
サガミはスルガに比べて、全体が大き<、 花の数が多いことが目立ちました。両者の区別点は文
献や図鑑で違つています。綺の色、葉裏脈上の毛に違いがあるとしている文献や図鑑もありますが、
これは区別点にはなりませんでした。詳細に調べると、花の数はスルガは1～ 4個で平均 1.4個、
サガミは1～ 5個で平均 2.4個でした。「神奈川県植物誌」(1988)には、スルガは花柱の下部まで
腺毛があるが、サガミは下半分は無毛とあります。確かにサガミは若干腺毛はありますがほぼ無毛
です。

両者の違いで興味深かつたのは生育状況です。写真に見られるように、スルガは横一列に並んで
茎が出て花が咲いています。サガミはややまとまつて叢生状に茎が出ています。生育基盤である岩
盤を調べると、スルガの岩盤は変成を受けていて、平行に割れて段になつて並んでいます。その隙
間に根茎を伸ばし、先端に花を順次着けています。そこで写真のように並んで花が咲きます。サガ
ミの岩盤は割れに<いので、根茎を伸ばさず、岩の間の<ぼ地にかたまつて生えています。スルガ
は根茎を伸ばすことで、生育環境の岩盤に適応して生育しているのです。両者の生育地での雰囲気
の違いはここにありました。
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静岡県には3000mを超える山が 9つ (PB5ノ岳、西農鳥岳、農鳥岳、塩見岳、東岳、中岳、小赤

石岳、赤石岳、聖岳)あります。そのような高山帯にライチョウは生息しています。ライチ∃ウは氷

河0寺代に今より広い範囲に分布し、氷河期の終息とともに北アルプスや南アルプスの高山帯に生息

域が狭められたといわれています。このような種を氷期遺存種または高山遺存種といいます。

ライチ∃ウは全長が約 40cm弱でコブユケイを少し大き<したずんぐり体形をしています。夏は左

右の翼と腹部を除けばほとんど黒褐色 (雄)で、冬は尾羽の一部以外は白色となります。みなさん
になじみが深いのはこの真つ白なライチ∃ウでしよう。雌も冬は雄と見分けが着かない白色ですが、

夏にはまだらな黄褐色をしています。このあつ<りした体つきのライチョウはあまり飛びません。5

月から6月の繁殖期前期や、ねぐら入りする夕方の薄暗い8寺間以外では飛ばず、歩きながら採餌し

ているか、まわりの風景にとけ込んでじつと休息しているかのどちらかです。登山者がよ<見るライ

チョウは7月から8月に小さな雛連れの雌との出会いでしよう。食べ物はほとんどが高山植物とい

う美食家です。

夏はハイマツのある高山帯で繁殖し、冬は少しだけ下の樹林帯を主な生活場所にするといわれ、一

年を通じて高山帯で生活しています。ライチョウ以外で夏に高山で繁殖する野鳥には、イワヒバリ、

カヤクグリなどがいますが、冬は全<みられな<なります。ライチョウは高山帯唯一の留鳥かもしれ
ません。

信州1大学の中村浩志教授によれば、ライチヨウは日本全国に3000羽しか生息していないそうです。

静岡県が含まれる南アルプスではおよそ700羽と見られています。そのようなことから、絶減のお

それがある種に選定され、環境省のレツドデータブツクで絶滅危惧‖類、静岡県のレツドデータブツ

クでも同じ<絶滅危惧‖類となつています。また、昭禾□30年には国の特別記念物にも指定されてい
ます。最近の遺伝子などの研究からは、北アルプスと南アルプスのライチョウは数万年交流がない

こともわかつてきました。

野鳥の会の増田章二さんと私は、数年前から南アルプス最南部のイザルガ岳 (2540m)に住ぬライ

チョウを調査しています。その結果、この付近に住ぬライチ∃ウは2ペア (つがい)ほどであること、
夏も冬も生活している場所はほとんど変わらないことなどがわかつてきました。

このイザルガ岳のライチ∃ウは、日本に生息するライチョウの分布の南限であり、北半球のツンド

ラや高山に広<分布するライチヨウLagOpus mutusの世界における南限の生息地でもあります。地球
温暖化が進めば、生息環境が悪化し、日本のライチヨウは絶滅の可能性が現在よりも高<なると考え
られていますが、イザルガ岳のライチヨウは真つ先にいな<なるかもしれません。昨年の 10月には
主に南アルプスに生息するライチヨウを研究する「静岡ライチョウ研究会」が発足し、まだまだわ

からないことが多いライチ∃ウについて調べが進められようとしています。



静岡県の水生生物 (5)

シロウオ

秋山 信彦

シロウオは全長 5～6cmの小型のハゼ科魚類
で、北海道の函館から九州まで分布しています。

シロウォはよ<シラウオやシラスと混同され
ますが、シラウオは寿司ねた、シラスはチリメ

ンジヤコ、踊り食いをするのがシロウオと言う

とわかると思います。ちよつと残酷ですが、日

本各地で早春の風物詩として生きたまま食べ

てしまう踊り食いが有名です。では、なぜ早春

なのでしようか。シロウオは通常沿岸域で群れ

を作つて生活しています。春になると河川を湖

上し、下流域の石の下で産卵します。海域では

めつたに目に触れることはありませんので漁

獲されることはありません。しかし、早春に群

れで河川を湖上して<ると人の目に触れるこ
とから漁獲されるようになり、踊り食いで食べ

るようになつたようです。色はすこし飴色をし

た透明で、鱗がありません。ですから色がつい

た鱗のある魚とは違つて生きたままでも食べ

やすいのです。

さて、このようなシロウオですが、大変面白

い繁殖生態の持ち主です。雄は洲上するとすぐ

に拳大の石の脇を掘り始め、石の下面に産卵室

を作ります。部屋が完成すると巣の入り□で尾

か頭のどちらか一方を出して左右に振つて雌

を呼び寄せます。産卵前の雌は雄の誘いに乗つ

て巣に入ります。一つがいになると雄は入□を

砂で塞ぎ、他の雌が入れないようにします。多

<のハゼ科魚類では雌が雄の巣に入るとすぐ
に産卵するのですが、シロウォは他の種類と異

なり、すぐには産卵しません。雌は狭い巣に入

ると雄と接触します。その接触束」激がカロわると

雌の卵の成熟が急速に始まります。水温 14℃で

約 3週間すると卵は十分成熟し授精可能となり
ます。従つて、その間つがいは餌を食べずに巣

の中で暮らします。雌の卵成熟が起こつている

のと同時に雄は真つ8音な巣の中で生活するこ

とによつて精子が形成されます。雄も雌も産卵

の準備が整うと巣の中で並んで仰向けとなり、

巣の天丼に卵を付着させます (写真左 )。 産卵

が終わると雌は巣から出てゆき、やがて死んで

しまいますが、雄はそのまま残り、孵化するま

で卵が酸欠になつたり、カビが生えたりしない

ように保護します。その間約 20日です。従っ
て、雄は通算 40日以上もの間餌を食べずに次
世代につなぐ努力をします。J際化は夜の 8時ぐ
らいがピークで、J際化が近<なると雄は巣の出
□を作り、卵をゆすり孵化を促します (写真右 )。

そのようにして,日化した仔魚は翌年まで沿岸

域で動物プランクトンを捕食して成長します。

静岡県内では昔は清水の巴川の河□で早春

にシロウオ漁の四ID手網が並 73iほ どの漁業が

あつたそうです。また、早春にはこのシロウオ

を食べるために関東圏から大勢の人が来たそ

うです。今でも静岡県中部を中心としてい<つ
かの川に遡上していますが、産卵するための河

川環境の悪化と、沿岸の浅所が急速に失われた

ために各地で激減しています。
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静岡県の三角点 (6)

伊豆半島の一等三角点
輿石 邦田

伊豆半島は、200～ 100万年前頃、はるか南
からプレートに乗つて移動してきた海底火山

群が日本列島に衝突 隆起して生まれた人山半

島である。3つの―等三角点は、その後、更新
世 (100～ 15万年前)になつて、陸上に噴火し
た万三郎岳 (1406m)と達磨山 (982m)、 暗沢
山 (520m)に ある。
1)万三郎岳は半島の中東部、天城山脈の最
高峰である。国道 136号線の修善寺横瀬で狩野

川を渡り、県道 12号線から 112と 111号線を

通つて天城高原ゴルフ場に向かうと、ここの四

辻に万三郎岳への登山□がある。国有林の中、

ヤマハンノキやイヌツゲ、サラサドウダンなど

などの名本しを見ながら、アセビ林を抜けると 1

0寺間ほどで万二郎岳 (1299m)に着<。 ここか

らは西の縦走路に入り、アセビ自然林のトンネ

ルを抜けるとブナ林となり、さらにアマギシヤ

クナゲ群落の中を急登すれば万城岳―等三角

点の標石が埋設されている万三郎岳にでる。山

頂からの眺めはそれほどよ<はないが、少し開
けた北北西に富士山が見える。復路はシヤクナ

ゲコースが現在閉鎖されているので、往路を戻

ることになるが、余裕があれば西南西約 1.5km

にある天城倶」火山のカワゴ平 (約 3000年前に

噴火した)を往復するとよい。この付近のブナ

ヒメシヤラの群落は、植生遷移上珍しいものと

して、植物群落保護林に指定されている。苔ぬ

した溶岩とそれらの間に生える樹木の中、20分

ほどで火□跡に至り、その辺ではマメザクラが

見られる。

2)達磨山は半島の北西部、達磨山地の最高
峰である。国道 136詈線の修善寺から県道 18

号線で戸田峠に至り、ここからはよ<整備され
た伊豆山稜線歩道を登ると、 10寺間ほどで達磨

山一等三角点のある山頂に着<。 山頂付近はミ

ヤマクマザサが生い茂る美しいササ原で、360

度の展望が楽しめる。北～西方には宝永山の人

□をエクボにした富士山や内浦湾から御前崎

までの海岸線が、さらに遠<には南アルプスが
見られ、東方には天城山などの眺めが素晴しい。

また、馬蹄形カルデラを通して見える御浜岬の

砂嘴を堤防にした戸

港も美しい。復路戸田

へ戻つたら、往復 30

程度なので北の金冠

(標高 816m)に行<
よい。ここの山頂から

る海抜Omから鴛え立つ       ヽ
“富士の姿と内浦の海岸  |

は絵画的である。帰路、

芦』あ石瞑UEl~ぎ |ま、
′
l蕊昔  .´1.F

湾倶」の大きな円礫と戸田港倶」の砂浜のコント

ラストが面白い。駿河湾深海生物館ではシーラ

カンスのように生きた化石といわれる古代ザ

メ「ラブカ」の標本も見られる。また、砂嘴が

閉じて淡水化した海跡湖である丼田の「明神

池」や国の天然記念物であるビヤクシン群落の

見事な古木がある大瀬崎の砂嘴を見るのもよ

い。

3)暗沢山は半島の西南部、蛇石火山がつ<
る高原に突き出ている。国道 136号線が南伊豆
町に入る手前から東方の狭い道に2.4kmほど入

り、ササユリの里天神原植物園のバス停から林

道の約 lkm先のY字路を右に 100m行 <と長者
ケ原山ツツプ公園で、ここが蛇石山への登り□

である。約 15分で大峠 (おおとうげ、標高 470
m)にでる。峠を示す標識はないが、石地蔵が
行き来する人を今もやさし<見守つている。峠
の東斜面から車道にでて約 15分で岩科村一等
三角点の標石が埋設されている暗沢山に着 <。

北倶Jが開けているので、富士山や南アルプスが

遠望でき、眼下に展開する松崎港や堂ケ島の風

景が美しい。帰路は大峠まで戻り、西へ 5分ほ
ど先の山ツツプやササュリなどの群生地であ

るカヤトの南斜面につけられた歩道を下る。松

崎町の北約 10kmの宇久須の海食崖からなる黄
金崎に寄道するのもよい。伊豆半島が誕生する

前に、海底火山物質の堆積によつてできた湯ケ

島層群の櫂曲した地層や熱水変質を受けてで

きた白黄褐色の変朽安山岩 (プロピライト)は
美し<、 1000万年前の太古の海に思いをはせる
といつまで見ていても見飽きない。
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博物館展示研究会の報告

林原自然科学博物館の展示開発研究会を聞いて

柴 正博

2006年 2月 12日と 13日 に、東京有明のパ

ナソニツクセンターで、林原自然科学博物館に

よる展示開発研究会が開催されました。

バナソニツクセンターには、2002年に松下電

器と林原自然科学博物館 (2009年に博物館施設

は完成予定)が共同で開設した恐竜の博物館、

ダイノソアフアクトリーがあります。この博物

館は、従来の標本を展示しているだけの博物館

とは異なり、「恐竜の研究」を展示しているユ

ニークな博物館です。また、展示バネルの代わ

りに無線 LANを利用した携帯用コンピユータ

末端 PDA(Personal Digltal Assistant)を 使い音

声ガイドによる展示解説を行つている点でも

ユニークです。

この研究会では、従来の博物館の展示制作と

は異なつた「チームアプローチ」による展示開

発の方法や夕
゛
イノソアフアクトリーでの「チー

ムアプローチ」をもちいた展示制作と運営の実

例ついて紹介していただきました。このダイノ

ソアフアクトリーは残念なことに今年の 5月で

閉館するそうで、林原自然科学博物館としてこ

のダイノソアフアクトリーでの展示開発の総

Dinosaur FACTory入 回のプロントサウルス PADで解説を聞きながら好きなところを見る

ゴビモノリス 発掘現場で研究がはじまる プレパラボ 恐竜の骨の組み立て研究室



Dinosaur lnformation Garageの展示

括も含めて、この研究会を企画されたそうです。

この研究会では、博物館の展示におけるチー

ムアプローチの開発者のひと りでもある

Exhibit Atts社 長の Bnan MacLaren氏 による

「チームアプローチによる展示開発」という基

調講演がありました。この内容 |ま、博物館の展

示は利用者のためにあるもので、利用者が1央適

に楽し<学6ことのできる展示づ<りのため

には、キユーレーター (学芸員・研究者 )、 デ

ザイナー、エデユケーター (教育担当者 )、 プ

ロブユクトマネーブユー (展示デベロツパー)

などが参加する展示開発チームが組織され、チ

ームとして展示開発に取り組ぬことが必要で

あるというものでした。

従来の博物館の展示制作は、一般に制作主体

である地方自治体などから依頼された構想委

員会が展示や博物館についての展示構想を作

成し、い<つかの展示業者に展示構想を提示し
て具体的なプランと予算を作成させて、コンペ

で選択して業者の提出した詳細な展示プラン

をもとに、展示や博物館がつ<られます。その

ため、実際の展示制作に学芸員がほとんど係わ

らない場合もあり、また係わつた場合でも博物

館のコンセプトや展示の目的、具体的な展示メ

ツセーブについて、最初から展示業者と議論す

ることはありません。また、多<の場合、展示

業者は展示物としての標本の専門家でないた

め、単なるデザイナーや展示装置制作者として

の役割しかな<、 雇われた倶」でもあるため、雇

つた倶」の意見に従わざろを得ません。

学芸員が中心となつて展示構想や展示設計を

する場合も、展示制作には学芸員と展示デザイ

ナーしか力0わ りません。学芸員と展示デザイナ

ーが展示プランを作つても、館長やその上の組

Garageに はティラノサウルスもいる

織の長の意向で展示が修正されることも多々

あります。

この研究会では、「展示は誰のためのものか」

ということが強調されました。展示は館長や学

芸員、展示デザイナーのものでもな<、 展示は

それを見る利用者のものであると。従来の展示

制作では、実は利用者の視点が大き<抜けて落
ちていました。学芸員も展示デザイナーも利用

者がわかりやすい展示をつ<るべきだと思つ
ていても、それぞれの立場で表現したいものが

あり、それを展示に表現します。そのため、本

当の意味で利用者の立場で展示が作成されて

いませんでした。

利用者の立場に立つて展示を作成する人は

誰かというと、それは博物館のエデュケーター

になります。エデュケーターは展示ができた後

もその展示の前で利用者に説明したり、利用者

のための仕事に携わります。展示の制作にあた

つては、キューレーター、デザイナー、エデユ

ケーターが真に対等な立場で、それぞれの役割

を果たして展示を作成していかな<て はなら
ない、というのがチームアフ

゜
□―チの方法です。

キューし―ターは博物館では最も重要な標本

の研究や管理をしているため、デザイナーや工

デュケーターに対して強い立場 |こなりがちで

すが、展示制作に関してはあしろエデュケータ

ーが主導権をにぎり、中心になるべきです。

キューレーター、デザイナー、エデユケータ

ーが対等な立場でそれぞれの主張を出せば、対

立が起こります。しかし、それは当然のことで

また必要なことです。それぞれの立場が補償さ

れてはじめて、それぞれの立場の人が意見をい

えます。そのため、それぞれの立場を補償し、

チーム運営をする必要があります。チームマネ
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一ブとスケジュールや予算管理、それと展示制

作プロデュースをする立場の人がいります。そ

れがプロブュクトマネーブュー (展示デベロツ

パー)になります。プロブュクトマネーブュー

は展示制作プロブエクトについて統括し、外部

の圧力に対しても展示の目的を守る役割をも

ちます。

タン ノソアフアクトリーでは、当初キューレ

ーターとエデュケーターによるチームアプロ

ーチが行われ、基本構想の段階で展示目的につ

いてさまざまな議論がでたそうです。その中で

チームとしての共通認識をもつことができ、

「恐竜研究やフイールドワークの魅カー科学

の研究は事実から導かれる」というを具体的な

教育ゴール (目的)が設定されたそうです。そ
のため、この博物館の名前は、「 Dinosaur FAC丁

Story(恐竜の事実の話)=Dinosaur FACTory(恐

竜の工場 )」 ということになつたそうです。こ

のように展示コンセプトや展示テーマが決定

されて、FACToryと いう言葉からこの博物館の

特徴的空間デザインや運営様式も生まれたさ

そうです。

駅に、各展示の利用者に対する具体的の意味

としての Take Home Massage lTHM)が 明文化

され、その後にデザイナーがチームに力oわり、

丁HMをもとに具体的な展示プランや展示デザ
インをチームで作成していつたそうです。丁HM
の具体的な例として、キューレーターが提出し

た「6500万年前に恐竜が絶滅した」というメツ

セーブがあつたそうですが、「6500万年前」と
いう概念が利用者に必要かという議論から「恐

竜は絶滅して今はもういない」というふうにわ

かりやす<なつたそうです。
この研究会では、展示に関して博物館は利用

者や博物館における学びの場として機能や教

育活動を最優先に考えるべきであるというこ

とを、強<考えさせられました。私自身、いつ
もキューレーターの立場から展示設計をして

いますが、ェデュケーターとしての立場で展示

を検討したことがありませんでした。博物館の

展示については、エデュケーターのように常に

利用者の視点や立場にたつことが必要だと感

じました。

会員を増やそう !
NPO自然博ネットのバンフレット

サポート会目を増やあをめに配布を

お願いしまあ

NPO自然史博ネツトでは本号に同封しましたように、新たに
バンフレツトを作成しました。このバンフレツトは、私たちの

活動を県民のみなさんに理解してもらうとともに、会員、特に

サポート会員を増やすために活用していただければと思いま

す。私たちの活動をサポートして<ださる会員を増やし、県や
県議会に対して県立自然史博物館のより早い設立を推進させ
ていきたいと思いますので、どうぞ会員のみなさんのご協力を
お願いいたします。

配布のために、バンフレツトが必要でしたら、NPO自然博ネ
ツト事務局 (E―mail:bureau@spmnhJp)か 、自然学習資料保存
事業所 (電話 OM3-67-2111)に、必要部数と送り先などご連絡
<ださい。また、「自然史しずおか」のバツクナンバーも残部
が若干ありますので、ご連絡いただければお送りすることもで

きます。ぜひ、多<の新しい会員を増やし、NPO自然博ネツトの活動を盛り上げていきたいと
思いますので、よろし<お願いいたします。
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